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平成２５年第３回上富田町議会定例会会議録 

（第１日） 

○開会期日  平成２５年９月９日午前９時３０分 

───────────────────────────────────────── 

○会議の場所  上富田町議会議事堂 

───────────────────────────────────────── 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１０名） 

      １番  山 本 明 生        ２番  木 村 政 子 

      ３番  三 浦 耕 一        ４番  大 石 哲 雄 

      ５番  畑 山   豊        ６番  奥 田   誠 

      ７番  沖 田 公 子        ８番  榎 本   敏 

     １１番  吉 田 盛 彦       １２番  井 澗   治 

───────────────────────────────────────── 

 欠席議員（１名） 

      ９番  木 本 眞 次 

───────────────────────────────────────── 

○出席した事務局職員は次のとおり 

事 務 局 長  平 田 隆 文   局 長 補 佐  十 河 貴 子  

───────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による出席者は次のとおり 

町 長 小 出 隆 道  副 町 長 平 見 信 次 

教 育 長 梅 本 昭二三  会 計 管 理 者 笠 松 眞 年 

総務政策課長 山 本 敏 章  総 務 政 策 課 

企 画 員 
川 口 孝 志 

総 務 政 策 課 

企 画 員 
森 岡 真 輝  総 務 政 策 課 

企 画 員 
水 口 和 洋 

総 務 政 策 課 

企 画 員 
撫 養 充 洋  税 務 課 長 山 崎 一 光 

税務課企画員 橋 本 秀 行  産業建設課長 植 本 敏 雄 
産 業 建 設 課

企 画 員 
三 栖 啓 功  産 業 建 設 課

企 画 員 
菅 谷 雄 二 

住民生活課長 和 田 精 之  住 民 生 活 課

企 画 員 
平 田 敏 隆 
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住 民 生 活 課

企 画 員 
原   宗 男 

 住 民 生 活 課

企 画 員 
坂 本   厳 

上下水道課長 福 田 睦 巳  上 下 水 道 課

企 画 員 
植 本   亮 

上 下 水 道 課

企 画 員 
谷 本 芳 朋  教 育 委 員 会

総 務 課 長 
家 高 英 宏 

教 育 委 員 会

生涯学習課長 
薮 内 博 文    

 

───────────────────────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

  日程第 ２ 会期の決定について 

  日程第 ３ 諸般の報告 

  日程第 ４ 報告第１８号 西牟婁郡公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の 

               増加及び西牟婁郡公平委員会規約の変更について 

  日程第 ５ 報告第１９号 和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の 

               数の増加及び和歌山県市町村総合事務組合規約の変更に 

               ついて 

  日程第 ６ 議案第４９号 平成２４年度上富田町一般会計歳入歳出決算認定につい 

               て 

  日程第 ７ 議案第５０号 平成２４年度上富田町特別会計国民健康保険事業歳入歳 

               出決算認定について 

  日程第 ８ 議案第５１号 平成２４年度上富田町特別会計宅地造成事業歳入歳出決 

               算認定について 

  日程第 ９ 議案第５２号 平成２４年度上富田町特別会計宅地取得資金貸付事業歳 

               入歳出決算認定について 

  日程第１０ 議案第５３号 平成２４年度上富田町特別会計住宅新築資金貸付事業歳 

               入歳出決算認定について 

  日程第１１ 議案第５４号 平成２４年度上富田町特別会計奨学事業歳入歳出決算認 

               定について 

  日程第１２ 議案第５５号 平成２４年度上富田町特別会計農業集落排水事業歳入歳 

               出決算認定について 

  日程第１３ 議案第５６号 平成２４年度上富田町特別会計公共下水道事業歳入歳出 

               決算認定について 
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  日程第１４ 議案第５７号 平成２４年度上富田町特別会計介護保険歳入歳出決算認 

               定について 

  日程第１５ 議案第５８号 平成２４年度上富田町特別会計後期高齢者医療歳入歳出 

               決算認定について 

  日程第１６ 議案第５９号 平成２４年度上富田町特別会計診療所事業歳入歳出決算 

               認定について 

  日程第１７ 議案第６０号 平成２４年度上富田町特別会計朝来財産区歳入歳出決算 

               認定について 

  日程第１８ 議案第６１号 平成２４年度西牟婁郡公平委員会歳入歳出決算認定につ 

               いて 

  日程第１９ 議案第６２号 平成２４年度上富田町水道事業会計剰余金処分及び決算 

               認定について 

  日程第２０ 報告第２０号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４ 

               年度健全化判断比率の報告について 

  日程第２１ 報告第２１号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４ 

               年度上富田町特別会計宅地造成事業の資金不足比率の報 

               告について 

  日程第２２ 報告第２２号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４ 

               年度上富田町特別会計農業集落排水事業の資金不足比率 

               の報告について 

  日程第２３ 報告第２３号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４ 

               年度上富田町特別会計公共下水道事業の資金不足比率の 

               報告について 

  日程第２４ 報告第２４号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４ 

               年度上富田町水道事業会計の資金不足比率の報告につい 

               て 

  日程第２５ 議案第６３号 上富田町子ども・子育て会議条例の制定について 

  日程第２６ 議案第６４号 田辺西牟婁地区消防通信指令事務協議会の設置に関する 

               協議について 

  日程第２７ 議案第６５号 平成２５年度上富田町一般会計補正予算（第２号） 

  日程第２８ 議案第６６号 平成２５年度上富田町特別会計宅地造成事業補正予算 

               （第３号） 

  日程第２９ 議案第６７号 平成２５年度西牟婁郡公平委員会補正予算（第１号） 
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  日程第３０ 議案第６８号 工事請負契約の締結について（平成２５年度 第３号  

               防災対策事業防災行政無線デジタル化整備工事） 
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△開  会  午前９時３０分 

○議長（大石哲雄） 

  皆さん、おはようございます。 

  平成２５年第３回定例会を開会するにあたりまして、議員各位のご出席をいただき、

開会できますことを厚くお礼を申し上げます。 

  ただいまの出席議員は１０名であります。木本議員からは欠席届が出ております。な

お、説明員の平見副町長から遅刻届が出ております。紀南児童相談所の新庁舎竣工式出

席のためであります。 

  定足数に達しておりますので、ただいまから平成２５年第３回上富田町議会定例会を

開会いたします。 

  日程に入る前に、クールビズとしてノーネクタイと議長判断による上着なしを本定例

会においても実施いたしたいと思いますので、議員各位、当局の方も上着を取っていた

だいて結構かと思います。 

  また、本定例会よりパソコン、タブレット端末等情報通信機器の持ち込みを試行では

ありますが、可能としております。議案への理解を深め、議事を円滑に進めるため、活

用をしていただければと思います。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

───────────────────────────────────────── 

△日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大石哲雄） 

  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において５番、畑山 豊

君、６番、奥田 誠君を指名いたします。 

───────────────────────────────────────── 

△日程第２ 会期の決定 

○議長（大石哲雄） 

  日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から９月１９日までの１１日間にしたいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 
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  異議なしと認めます。 

  よって、会期は１１日間に決しました。 

  町長より議員懇談会開催依頼がありますので、ただいまから休憩をし、議員懇談会を

第１委員会室で開催いたします。議員各位はそちらのほうへ移動をお願いいたします。 

───────────── 

休憩 午前 ９時３３分 

───────────── 

再開 午前１０時０５分 

───────────── 

○議長（大石哲雄） 

  再開いたします。 

───────────────────────────────────────── 

△日程第３ 諸般の報告 

○議長（大石哲雄） 

  日程第３ 諸般の報告をさせます。 

  事務局長。 

○議会事務局長（平田隆文） 

  諸般の報告をいたします。 

  平成２５年６月定例会以降の議員活動並びに議員派遣の件及び地方自治法第１２１条

の規定により出席要求した平成２５年９月定例会の説明員については、お手元に配付し

ていますので、よろしくお願いいたします。 

  また、本定例会までに提出のありました「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関す

る地方の財源確保のための意見書採択に関する陳情について」、「道州制導入に反対す

る意見書について」、「少人数学級の推進及び義務教育に必要な財源の確保を求める意

見書を国に提出することを求める陳情書」、「年金２．５％の削減中止を求める意見書

の提出を求める陳情」、「消費税増税中止に関する意見書提出を求める陳情」、これら

５件の陳情につきましては写しをお手元に配付しておりますので、お目通しをお願いい

たします。 

  次に、本定例会の一般質問の通告の締め切りについては、本日９月９日午後３時まで

となっていますので、質問内容を具体的に記入の上、通告されますようお願いいたしま

す。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

○議長（大石哲雄） 
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  これで諸般の報告を終わります。 

  町長より発言を求められておりますので、これを許可します。 

  町長、小出君。 

○町長（小出隆道） 

  おはようございます。 

  土曜日の友遊フェスティバル、昨日の防災訓練にご協力いただきまして、まことにあ

りがとうございます。両日とも天候が不安定な状況でありましたが、事故もなく無事に

終了しました。ありがとうございます。 

  本来の挨拶に入ります。 

  本日、ここに平成２５年第３回上富田町議会定例会を招集いたしましたところ、議員

各位におかれましては、公私ともまことにお忙しい中、ご参集を賜り、厚くお礼を申し

上げます。また、平素は町政発展のために格段のご尽力とご協力を賜り、重ねて深く感

謝を申し上げます。 

  さて、ことしで３回目となります福島県児童との交流事業「出会いふれあい体験教

室」を上富田町青少年育成町民会議が中心となり、本年度は児童３５名を迎え、７月２

７日から８月３日までの８日間にわたり実施しました。この事業は各家庭にホームステ

イし、野外活動を中心に体験交流を実施したもので、子どもたちには貴重な体験になっ

たものと考えております。 

  また、８月３０日、３１日に韓国の河南市との友好都市提携を締結しました。これは、

平成２１年度から「ａｄｉｄａｓ・口熊野マラソン」と河南市で開催されています「ａ

ｄｉｄａｓ ＭＢＣ・漢江マラソン」が友好交流提携を結び、フルマラソンの優秀選手

男女２名を相互に派遣しており、ことしは優秀選手に加えまして、熊野高校生の男女２

名と先生を一緒に参加させております。これに機会に上富田町と河南市との友好都市提

携を締結したものでございます。 

  また、１０月５日には、内閣府と上富田町の共催で、上富田町男女共同参画宣言都市

記念式典を開催いたします。本事業は、上富田町が男女共同参画宣言都市として男女共

同参画に対する姿勢を町内外に示し、広く周知するものであります。町民と議会と行政

が相互に連携することにより、男女共同参画への関心を高め、町民の意識啓発と男女共

同参画社会の実現に向けて取り組みたいと考えております。 

  さて、本定例会に上程し、ご審議をお願いします議案は、報告事項としましては、１

番目に規約の一部改正が２件ございます。２番目に地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律による健全化判断比率及び公営企業会計ごとの資金不足比率の報告５件がござい

ます。平成２４年度の一般会計・特別会計等の歳入歳出決算認定が１３件、平成２４年
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度の水道事業会計剰余金処分及び決算認定が１件、条例の制定が１件、規約の制定が１

件、平成２５年度の一般会計・特別会計等の補正予算３件、工事請負契約の締結が１件

の合計２７件であります。 

  なお、追加議案としましては、人事案件１件を本定例会中に上程させていただきます

ので、何とぞよろしくお願いを申します。 

  それでは、諸議案につきまして、その概要をご説明申し上げます。 

  報告第１８号の西牟婁郡公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び西牟

婁郡公平委員会規約の変更についてと、報告第１９号の和歌山県市町村総合事務組合を

組織する地方公共団体の数の増加及び和歌山県市町村総合事務組合の規約の変更につき

ましては、平成２５年８月１日に設立した紀南環境広域施設組合の西牟婁郡公平委員会

並びに和歌山県市町村総合事務組合の加入に伴いまして、規約の一部改正を同日付で専

決処分しましたので、これを報告し承認を求めるものでございます。 

  次に、議案第４９号から議案第６１号までの１３件につきましては、平成２４年度の

上富田町一般会計並びに各特別会計等の歳入歳出決算認定についてであります。 

  次に、議案第６２号の平成２４年度上富田町水道事業会計の剰余金処分及び決算認定

につきましては、地方公営企業法の第３２条の規定に基づきまして、剰余金の処分につ

いては条例で定めるかあるいは議会の議決を経て行うかのいずれかにより処分すること

とされており、今回議案として提出させていただいております。監査委員の意見書を付

して提案させていただいておりますので、何とぞご承認を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

  次に、報告第２０号から報告第２４号までの５件につきましては、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律に基づきまして、健全化判断比率及び公営企業会計ごとの資金

不足比率について報告するものでございます。 

  この報告は、毎年度、前年度の決算の提出を受けた後、速やかに健全化判断比率とし

ての実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率並びに公営企

業会計ごとの経営の健全化を判断するための資金不足比率について、それぞれの算定の

基礎となる事項を記載し、書類を監査委員の審査を受け、その意見をつけて議会に報告

し、かつ公表しなければならないことになっております。 

  なお、２４年度の決算のそれぞれの比率は、法律で定められている基準内であります。 

  次に、議案第６３号につきましては、上富田町子ども・子育て会議条例（案）の制定

でございます。 

  この条例は、子ども・子育て支援法、平成２４年度の報告第６５号でございますけれ

ども、第７７条の第１項の規定で、市町村には子ども・子育て支援に関する附属機関と
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して審議会その他の合議制の機関、子ども・子育て会議を条例で設置することが努力義

務として課せられており、これを踏まえ、附属機関の組織及び運営に関し、必要な事項

を条例で定めるものでございます。 

  次に、議案第６４号につきましては、田辺西牟婁地区消防通信指令事務協議会の設置

に関する協議についてでございます。 

  この規約は、田辺市、白浜町、上富田町及びすさみ町の消防通信指令業務を一元化す

ることで、消防通信指令の高度化及び大規模災害発生時における相互応援体制の強化を

図ることができるため、地方自治法第２５２条の２の第１項の規定に基づきまして、田

辺西牟婁地区消防通信指令事務協議会を設置するものでございます。 

  次に、議案第６５号につきましては、平成２５年度の上富田町一般会計補正予算の第

２号でございます。今回、既定額に６，６６６万９，０００円を追加し、予算総額を６

２億７，８７６万３，０００円と定めています。 

  補正予算の主な内容は、木造住宅耐震改修費補助金３７５万円、子ども・子育て支援

事業は２１６万７，０００円、青年就農給付金は３７５万円、維持補修工事で１，００

０万円、富田川土砂しゅんせつ工事で２，５００万円、現年発生公共土木施設災害復旧

工事で６００万円、現年発生農業用施設災害復旧工事で４３０万円を措置しております。

一方、歳入につきましては、国・県補助金、財産売り払い収入、基金繰入金、町債等を

見込んで措置しております。 

  次に、議案第６６号につきましては、平成２５年度の上富田町特別会計宅地造成事業

補正予算の３号でございます。今回、既定額に３，０００万円を追加し、予算総額を７

億２，８８６万４，０００円と定めております。 

  補正予算の主な内容は、生馬字両新田・砂田地区に計画中の企業用地造成事業に係る

建物の補償費を措置しております。 

  次に、議案第６７号につきましては、平成２５年度西牟婁郡公平委員会補正予算の第

１号でございます。今回、既定額に１０万円を追加し、予算総額を１４０万５，０００

円と定めています。 

  補正予算の主な内容は、歳入で紀南環境広域施設組合賦課金、前年度繰越金を計上し、

歳出では旅費、需用費等を措置しております。 

  次に、議案第６８号につきましては、工事請負契約の締結でございます。平成２５年

度の第３号の防災対策事業、防災行政無線デジタル化整備工事でございます。今回、３

社の指名競争入札により、日本無線株式会社関西支社と４億２，０００万円で契約の締

結をするものでございます。工事内容につきましては、防災行政無線機器の屋外拡声子

局７０局、屋外のスピーカーに当たります。遠隔制御装置６台、戸別受信機１０６台、
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移動系無線機１９台をデジタル波に整備するものでございます。 

  以上が本定例会に上程いたします諸議案についての概要でございます。詳細につきま

しては、担当課長、企画員より説明させますので、ご審議の上、ご承認を賜りますよう、

何とぞよろしくお願い申し上げます。 

───────────────────────────────────────── 

△日程第４ 報告第１８号～日程第２４ 報告第２４号 

○議長（大石哲雄） 

  この際、日程第４ 報告第１８号、西牟婁郡公平委員会を共同設置する地方公共団体

の数の増加及び西牟婁郡公平委員会規約の変更についての件から日程第２４ 報告第２

４号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４年度上富田町水道事業

会計の資金不足比率の報告についての件まで２１件を一括議題といたします。 

  当局より提案理由の説明と報告を求めます。 

  総務政策課長、山本君。 

○総務政策課長（山本敏章） 

  おはようございます。 

  それでは、私から報告第１８号と報告第１９号につきましてご説明申し上げます。 

  報告第１８号、専決処分の承認を求めることについて。 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定により、これを報告し承認を求める。 

  記。 

  専決第１７号、西牟婁郡公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び西牟

婁郡公平委員会規約の変更について。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  専決第１７号、西牟婁郡公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び西牟

婁郡公平委員会規約の変更について。 

  地方自治法第２５２条の７第２項の規定により、平成２５年８月１日から西牟婁郡公

平委員会に紀南環境広域施設組合を加入させることについて、西牟婁郡公平委員会規約

を同法第１７９条第１項の規定により、別紙のように改正する。 

  平成２５年８月１日専決、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  西牟婁郡公平委員会規約の一部を改正する規約。 

  西牟婁郡公平委員会規約の一部改正。 
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  西牟婁郡公平委員会規約の一部を次のように改正する。 

  第１条中「富田川衛生施設組合」の次に「紀南環境広域施設組合」を加える。 

  附則、この規約は平成２５年８月１日から施行する。 

  この規約の一部改正につきましては、平成２５年８月１日に設立しました紀南環境広

域施設組合を西牟婁郡公平委員会の加入に伴い、本委員会の規約の一部改正を同日付で

専決処分しましたので、これを報告し承認を求めるものであります。 

  なお、次のページに新旧対照表を添付しておりますのでご参照願います。 

  何とぞご承認賜りますようよろしくお願いします。 

  続きまして、報告第１９号につきましてご説明申し上げます。 

  報告第１９号、専決処分の承認を求めることについて。 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定により、これを報告し承認を求める。 

  記。 

  専決第１８号、和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び

和歌山県市町村総合事務組合規約の変更について。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  専決第１８号、和歌山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び

和歌山県市町村総合事務組合規約の変更について。 

  地方自治法第２８６条第１項の規定により、平成２５年８月１日から和歌山県市町村

総合事務組合に紀南環境広域施設組合を加入させることについて、和歌山県市町村総合

事務組合規約を同法第１７９条第１項の規定により、別紙のように改正する。 

  平成２５年８月１日専決、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  和歌山県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規約。 

  和歌山県市町村総合事務組合規約の一部改正。 

  和歌山県市町村総合事務組合規約の一部を次のように改正する。 

  別表第１及び別表第２第３条第１項第２号に掲げる事務の項中「富田川治水組合」の

次に「紀南環境広域施設組合」を加える。 

  附則で、この規約は平成２５年８月１日から施行する。 

  この規約の一部改正につきましては、報告第１８号と同じく、平成２５年８月１日に

設立した紀南環境広域施設組合の和歌山県市町村総合事務組合の加入に伴い、本組合の

規約の一部改正を同日付で専決処分しましたので、これを報告し承認を求めるものであ
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ります。 

  なお、次のページ以降に新旧対照表を添付しておりますのでご参照ください。 

  何とぞご承認賜りますようよろしくお願いします。 

  以上です。 

○議長（大石哲雄） 

  会計管理者、笠松君。 

○会計管理者（笠松眞年） 

  おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、私から議案第４９号、平成２４年度上富田町一般会計歳入歳出決算認定か

ら議案第６２号、平成２４年度上富田町水道事業会計剰余金処分及び決算認定について

までの１４件について説明させていただきます。 

  なお、議案番号に従い、それぞれの会計の収支状況につきまして、順を追って説明す

るのが本意ではありますが、参考資料として決算総括表を添付していますので、後ほど

参考資料によりご説明させていただきますので、ご了承のほどよろしくお願いいたしま

す。 

  それでは、各議案につきまして説明させていただきます。 

  議案第４９号、平成２４年度上富田町一般会計歳入歳出決算認定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町一般会計歳入歳出

決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第５０号、平成２４年度上富田町特別会計国民健康保険事業歳入歳出決算認定に

ついて。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計国民健康

保険事業歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第５１号、平成２４年度上富田町特別会計宅地造成事業歳入歳出決算認定につい

て。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計宅地造成

事業歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 
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  議案第５２号、平成２４年度上富田町特別会計宅地取得資金貸付事業歳入歳出決算認

定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計宅地取得

資金貸付事業歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第５３号、平成２４年度上富田町特別会計住宅新築資金貸付事業歳入歳出決算認

定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計住宅新築

資金貸付事業歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第５４号、平成２４年度上富田町特別会計奨学事業歳入歳出決算認定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計奨学事業

歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第５５号、平成２４年度上富田町特別会計農業集落排水事業歳入歳出決算認定に

ついて。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計農業集落

排水事業歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第５６号、平成２４年度上富田町特別会計公共下水道事業歳入歳出決算認定につ

いて。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計公共下水

道事業歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第５７号、平成２４年度上富田町特別会計介護保険歳入歳出決算認定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計介護保険

歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 
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  次をお願いいたします。 

  議案第５８号、平成２４年度上富田町特別会計後期高齢者医療歳入歳出決算認定につ

いて。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計後期高齢

者医療歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第５９号、平成２４年度上富田町特別会計診療所事業歳入歳出決算認定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計診療所事

業歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第６０号、平成２４年度上富田町特別会計朝来財産区歳入歳出決算認定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度上富田町特別会計朝来財産

区歳入歳出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第６１号、平成２４年度西牟婁郡公平委員会歳入歳出決算認定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度西牟婁郡公平委員会歳入歳

出決算を別紙監査委員の意見書をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次をお願いいたします。 

  議案第６２号、平成２４年度上富田町水道事業会計剰余金処分及び決算認定について。 

  地方公営企業法第３２条第２項の規定に基づき、平成２４年度上富田町水道事業会計

決算に伴う剰余金を剰余金処分計算書（案）のとおり処分し、あわせて同法第３０条第

４項の規定に基づき、平成２４年度上富田町水道事業会計決算を別紙監査委員の意見書

をつけて議会の認定に付する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  それでは、次に、お手元に配付しています参考資料の決算総括表により状況を説明さ

せていただきますので、参考資料をお願いいたします。 

  この長いＡ３の大きな紙で１枚物です。よろしくお願いします。 

  これは、平成２４年度上富田町会計別歳入歳出決算総括表です。 

  まず、議案第４９号の一般会計につきましては、歳入総額６２億９，５８６万７，０
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８８円、歳出総額６１億７，２００万３，３３３円、歳入歳出差し引き額１億２，３８

６万３，７５５円、うち翌年度繰越財源額２，４９７万１，０００円、実質収支額は９，

８８９万２，７５５円です。これにつきましては平成２５年度へ繰り越しております。 

  次に、議案第５０号の国民健康保険事業につきましては、歳入総額２０億７，２７５

万６，３１７円、歳出総額２０億５３０万８，２７６円、歳入歳出差し引き額及び実質

収支額、同じく６，７４４万８，０４１円です。これにつきましても平成２５年度へ繰

り越しております。 

  次に、議案第５１号の宅地造成事業につきましては、歳入総額２億９，０３３万６，

６５１円、歳出総額７億３，９７０万３２円、歳入歳出差し引き額及び実質収支額とも

同じくマイナスの４億４，９３６万３，３８１円です。これにつきましては平成２５年

度からの繰り上げ充用で補塡措置しています。 

  次に、議案第５２号の宅地取得事業につきましては、歳入総額４１４万２，９４４円、

歳出総額１，０１３万１４０円、歳入歳出差し引き額、実質収支額とも同じくマイナス

の５９８万７，１９６円、これにつきましても平成２５年度からの繰り上げ充用で補塡

措置しています。 

  次に、議案第５３号の住宅新築資金貸付事業につきましては、歳入総額１，９５４万

６，８７５円、歳出総額６，２１６万５，２８８円、歳入歳出差し引き額、実質収支額

とも同じくマイナスの４，２６１万８，４１３円です。これにつきましても平成２５年

度からの繰り上げ充用で補塡措置しております。 

  次に、議案第５４号の奨学事業につきましては、歳入総額９５２万９１６円、歳出総

額９５２万９１６円、歳入歳出差し引き額はゼロでございます。 

  次に、議案第５５号の農業集落排水事業につきましては、歳入総額１億８，８０３万

２７１円、歳出総額１億８，８０３万２７１円、歳入歳出差し引き額はゼロでございま

す。 

  次に、議案第５６号の公共下水道事業につきましては、歳入総額２億９，７８８万２，

７１７円、歳出総額２億９，７４０万７，３２３円、歳入歳出差し引き額、実質収支額

とも同じく４７万５，３９４円です。これにつきましては平成２５年度へ繰り越してお

ります。 

  次に、議案第５７号の介護保険につきましては、歳入総額１１億７，５４０万７，６

２０円、歳出総額１１億６，４１４万２，８７３円、歳入歳出差し引き額、実質収支額

とも同じく１，１２６万４，７４７円です。これにつきましては平成２５年度へ繰り越

しております。 

  次に、議案第５８号の後期高齢者医療につきましては、歳入総額２億４，８２３万７，
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９７８円、歳出総額２億４，６６５万６，３７８円、歳入歳出差し引き額、実質収支額

とも同じく１５８万１，６００円です。これにつきましては平成２５年度へ繰り越して

おります。 

  次に、議案第５９号の診療所事業につきましては、歳入総額２，４７４万７，２４５

円、歳出総額２，４７４万７，２４５円、歳入歳出差し引き額はゼロでございます。 

  次に、議案第６０号の朝来財産区につきましては、歳入総額６３４万４７７円、歳出

総額４２２万４，５０９円、歳入歳出差し引き額、実質収支額とも同じく２１１万５，

９６８円です。これにつきましては平成２５年度へ繰り越しております。 

  次に、議案第６１号の西牟婁郡公平委員会につきましては、歳入総額１３８万８，５

３７円、歳出総額１２８万６，３０１円、歳入歳出差し引き額、実質収支額とも同じく

１０万２，２３６円です。これにつきましても平成２５年度へ繰り越しております。 

  これらの単式会計合計では、歳入総額１０６億３，４２０万５，６３６円、歳出総額

１０９億２，５３２万２，８８５円、歳入歳出差し引き額マイナスの２億９，１１１万

７，２４９円、うち翌年度繰越財源額２，４９７万１，０００円、実質収支額はマイナ

スの３億１，６０８万８，２４９円となっております。 

  次に、議案第６２号の複式会計であります水道事業で、収益的収入及び支出につきま

しては、歳入総額４億５，６７４万７，７３０円、歳出総額３億７，２１７万２，６２

５円、歳入歳出差し引き額、実質収支額とも同じく８，４５７万５，１０５円です。 

  なお、経常利益、消費税抜きの金額は８，３４８万７，９１７円でございます。この

金額が剰余金となります。 

  次に、資本的収入及び支出につきましては、歳入総額２億１，０４５万８，５００円、

歳出総額３億７，７０５万４６０円、歳入歳出差し引き額、実質収支額とも同じくマイ

ナスの１億６，６５９万１，９６０円です。これにつきましては減債積立金、損益勘定

留保資金で補塡措置しております。 

  以上、簡単でありますが、説明とさせていただきます。ご審議の上、ご承認賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

○議長（大石哲雄） 

  総務政策課企画員、水口君。 

○総務政策課企画員（水口和洋） 

  私のほうからは、報告第２０号から報告第２４号につきましてご説明いたします。よ

ろしくお願いいたします。 

  報告第２０号、地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４年度健全化

判断比率の報告について。 



－ 17 － 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平成２４年度

健全化判断比率について、別紙監査委員の意見書をつけて報告する。 

  平成２５年９月９日、上富田町長小出隆道。 

  この報告につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律によりまして、

地方公共団体の長は毎年度、前年度の決算の提出を受けた後、速やかに健全化判断比率

とその算定基礎事項を記載した書面を監査委員の審査に付し、その意見をつけて当該比

率を議会に報告し、かつ公表しなければならないとなっており、監査委員の意見書とと

もに今議会に報告するものであり、平成２０年度決算から報告しているところでありま

す。 

  また、この法律においては、地方公共団体の財政の状況を客観的にあらわし、財政の

早期健全化や再生の必要を判断するためのものとして、４つの財政指標を財政健全化比

率として定めています。４つの指標のいずれかが早期健全化基準以上になりますと早期

健全化団体となり、財政健全化計画を策定し、議会の議決を受けることが義務づけられ

るとともに、計画策定年度のみ公認会計士、弁護士等による個別外部監査が強制適用に

なります。 

  また、財政健全化計画の実施状況を毎年度議会に報告し公表するとともに、早期健全

化が著しく困難であると認められるときは、総務大臣または知事が勧告を行うものとさ

れております。 

  次のページに監査委員さんの意見書を添付しておりますが、健全化の判断につきまし

ては、１番の実質赤字比率は、普通会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対す

る比率で、赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示す指標となっておりま

す。比率につきましては、実質赤字額がありませんのでハイフン表示としております。

早期健全化基準は１５％となっております。 

  ②番の連結実質赤字比率につきましては、普通会計と特別会計及び地方公営企業会計

の全てを含めての比率となります。比率につきましては、連結実質赤字額がありません

のでハイフン表示としております。早期健全化基準は２０％となっております。 

  ③の実質公債費比率につきましては、公債費の元利償還金等が標準財政規模に対して

どの程度の負担かをあらわす指標で、普通会計、特別会計、公営企業会計の全ての会計

と一部事務組合、広域連合及び紀南病院等、それぞれを含めた比率となっております。

平成２２年度、平成２３年度、平成２４年度の３カ年平均であらわすことになります。

比率につきましては１５．９％で、早期健全化基準は２５％となっております。 

  ④の将来負担比率につきましては、実質公債費比率適用分に公社及び第三セクター等

を含めたものが対象となります。これは一般会計等が将来支払わなければならない可能
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性がある負担等の現時点での残高を指標化したものであり、比率は１３４．６％で、早

期健全化基準は３５０％です。 

  以上のとおり、上富田町の平成２４年度決算における財政健全化比率につきましては、

４つの指標とも早期健全化基準内になってございます。 

  次に、報告第２１号をお願いいたします。 

  報告第２１号、地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４年度上富田

町特別会計宅地造成事業の資金不足比率の報告について。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、平成２４年

度上富田町特別会計宅地造成事業の資金不足比率について、別紙監査委員の意見書をつ

けて報告する。 

  平成２５年９月９日、上富田町長小出隆道。 

  この報告及び次に報告いたします２２号から報告第２４号につきましては、公営企業

の資金不足比率の報告であります。さきの健全化判断比率と同じく、監査委員の審査に

付し、議会に報告して公表しなければならないとなっております。 

  また、公営企業ごとにそれぞれの資金不足比率が経営健全化基準を超えますと、当該

公営企業ごとについて早期健全化団体と同様に経営健全化計画の策定と個別外部監査が

求められます。上富田町の公営企業に係る健全化の判断につきましては、宅地造成事業、

この後報告いたします農業集落排水事業、公共下水道事業、水道事業の４公営企業が対

象となり、公営企業ごとの資金不足比率で判断することになります。 

  次のページに監査委員さんの意見書を添付しております。 

  なお、資金不足比率の経営健全化判断基準は２０％となっております。この４会計の

公営企業につきましては、平成２４年度決算における資金不足比率は生じていないため、

資金不足比率はハイフン表示となっております。 

  続きまして、報告第２２号をお願いいたします。 

  報告第２２号、地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４年度上富田

町特別会計農業集落排水事業の資金不足比率の報告について。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、平成２４年

度上富田町特別会計農業集落排水事業の資金不足比率について、別紙監査委員の意見書

をつけて報告する。 

  平成２５年９月９日、上富田町長小出隆道。 

  続きまして、報告第２３号をお願いいたします。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４年度上富田町特別会計公共

下水道事業の資金不足比率の報告について。 
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  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、平成２４年

度上富田町特別会計公共下水道事業の資金不足比率について、別紙監査委員の意見書を

つけて報告する。 

  平成２５年９月９日、上富田町長小出隆道。 

  報告第２４号をお願いいたします。 

  報告第２４号、地方公共団体の財政の健全化に関する法律による平成２４年度上富田

町水道事業会計の資金不足比率の報告について。 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、平成２４年

度上富田町水道事業会計の資金不足比率について、別紙監査委員の意見書をつけて報告

する。 

  平成２５年９月９日、上富田町長小出隆道。 

  以上で報告を終わらせていただきます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（大石哲雄） 

  以上をもって、提案の理由の説明と報告を終わります。 

  次に、監査委員の報告をお願いいたします。 

  ６番、奥田 誠君。 

○６番（奥田 誠） 

  平成２４年度各会計の決算審査の報告をいたします。 

  ８月１日から９月２日までの期間、各会計にわたり井上代表監査委員とともに１４会

計の決算審査を行いました。各会計の予算額及び収入支出済額は、予算台帳並びに出納

日計簿等により出納証書類を余すところなく調査の上、さらにその内容につき審査いた

しましたところ、各会計にわたり係数は正確であり、内容的にも正当なものと確認いた

しました。 

  さて、平成２４年度の一般会計決算額について千円単位で申し上げますと、歳入総額

６２億９，５８６万７，０００円、歳出総額６１億７，２００万３，０００円、歳入歳

出差し引き額１億２，３８６万４，０００円となっております。そのうち翌年度への繰

り越し財源２，４９７万１，０００円を差し引きますと、実質収支額は９，８８９万３，

０００円の黒字となっております。厳しい財政状況が続く中、行財政改革の成果があら

われたものと考えられます。 

  続きまして、歳出の内容ごとの決算額を申し上げます。 

  まず、人件費につきましては、職員の退職や各種手当の減少などにより、前年度に比

べ１．４％の減となっております。退職者５名、採用者５名であります。 
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  次に、物件費につきましては、診療所開設や健康管理システム導入に伴う経費の増な

どにより、前年度に比べ１１．９％の増となっております。 

  次に、扶助費につきましては、障害福祉サービス利用者の増などに伴い、前年度に比

べ４．８％の増となっております。 

  決算額の構成比につきましては、消費的経費が５４．６％、投資的経費が１９．８％、

公債費等が２５．６％となっております。 

  歳出全般では、財政構造の弾力性を示す指標の経常収支比率が９０．２％となり、前

年度に比べ財政構造が硬直化しております。これは歳入において経常一般財源が減少す

る一方で、物件費や扶助費などの経常的な経費の縮減が困難になることによるものであ

ります。とはいえ、今後もこれらの経費は増加することが予見されるため、歳出におい

て経常的な経費の抑制に努め、財政構造の弾力化が図られるよう指摘いたしております。 

  また、実質公債費比率につきましては１５．９％となり、改善が図られておりますが、

年度末における町債残高は増加傾向にあることから、計画的な借り入れにより公債費抑

制に留意されるよう指摘いたしております。 

  次に、歳入全般について、自主財源の構成比率は３４．０％、依存財源の構成比率は

６６．０％となっております。これに関しまして、今後とも自主財源の確保の努力を要

望するとともに、国・県支出金等の依存財源の確保にも努力されるよう要望いたしてお

ります。 

  次に、町税についてですが、全体の徴収率は９２．３％、収入未済額は１億１，６８

６万４，０００円となっております。また、使用料及び手数料も含めた一般会計の収入

未済額の合計は、１億２，６２５万４，０００円となっております。未収金の徴収につ

きましては厳しい状況が続くと見込まれますが、公平負担が原則であり、新規滞納者の

減少に力を入れ、滞納の減少に格段の努力をされるよう指摘いたしております。また、

町営住宅使用料など、各種料金を含めた未収金の徴収につきましても万全を期されるよ

う要望いたしております。 

  次に、一般会計の２４年度末町債残高は、６１億９，８７８万５，０００円で、前年

度に比べ２．１％の増となっております。平成２４年度の町債の借入額は、７億５，０

０４万９，０００円で、臨時財政対策債、統合保育所建築事業債、上富田中学校屋内運

動場耐震化改修事業債が主なものであります。 

  現在の町財政は、多額の起債償還に追われ、厳しい財政運営が続くと予想されますが、

その一方で行政需要はますます多岐・多様になってくるものと見込まれますので、効率

的な行財政運営により一層努められ、上富田町の発展と住民福祉の向上に寄与されるよ

う要望いたしております。 
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  次に、特別会計国民健康保険事業であります。 

  歳入総額は２０億７，２７５万６，０００円、歳出総額は２０億５３０万８，０００

円となり、差し引き６，７４４万８，０００円の黒字となっております。 

  一方で、国民健康保険税の徴収率に関しましては７８．４％と低い水準であることか

ら、徴収率の向上に一層努められるとともに、高齢化社会を踏まえた長期的観点から健

全な国民健康保険事業の運営を図られるよう指摘いたしております。 

  次に、特別会計宅地造成事業であります。 

  平成２４年度の赤字額は４億４，９３６万３，０００円となり、前年度よりは赤字額

が減少しているものの、多額の赤字が恒常化しております。保有財産の処分を含む年次

計画を策定し、財政健全化に向け早急に取り組まれるよう指摘いたしております。 

  次に、特別会計宅地取得資金貸付事業及び住宅新築資金貸付事業であります。 

  これら会計の未収金につきましては、和歌山県住宅新築資金等貸付金回収管理組合に

より徴収率の向上に一層努力されるよう要望いたしております。 

  次に、特別会計介護保険であります。 

  この会計に関しましては、その未収金について抜本的な対策を講じられるよう要望い

たしております。 

  次に、特別会計後期高齢者医療であります。 

  この会計につきましては、過年度分の徴収率に関し、前年度より低下しているため、

要因を分析するとともに抜本的な対策を早急に講じられるよう要望しています。 

  次に、水道事業会計であります。 

  平成２４年度につきましては、８，３４８万７，０００円の純利益を計上いたしてお

ります。今後とも経費の節減に取り組むとともに施設の再点検を実施し、改良工事等の

計画的な遂行に努め、財政の健全化を図るとともに日常生活に不可欠な上水の安定供給

に一層努力されるよう要望いたしております。 

  なお、その他特別会計につきましても、審査の結果を逐一ご報告申し上げるのが本意

でございますが、提出いたしております審査意見書に個別の意見を添付いたしておりま

すのでお目通しを願います。 

  次に、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、健全化判断比率や資金不

足比率を審査いたしました。その結果、早期健全化基準や経営健全化基準は超えていな

いものの、実質公債費比率及び将来負担比率について早期健全化基準と比較するとこれ

を下回っていますが、今後の地方債の借り入れに関して十分留意されるよう指摘いたし

ております。 

  以上で、平成２４年度の決算審査並びに財政健全化審査の報告とさせていただきます。 
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○議長（大石哲雄） 

  これをもって、監査委員の報告を終わります。 

  暫時休憩をいたします。 

───────────── 

休憩 午前１１時０３分 

───────────── 

再開 午前１１時０９分 

───────────── 

○議長（大石哲雄） 

  再開します。 

  お諮りします。 

  ただいま議題となっております日程第６ 議案第４９号、平成２４年度上富田町一般

会計歳入歳出決算認定についての件から日程第１９ 議案第６２号、平成２４年度上富

田町水道事業会計剰余金処分及び決算認定についての件までの１４件については、６人

をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、それに付託して閉会中の継続審査にし

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 

  異議なしと認めます。 

  よって、日程第６ 議案第４９号、平成２４年度上富田町一般会計歳入歳出決算認定

についての件から日程第１９ 議案第６２号、平成２４年度上富田町水道事業会計剰余

金処分及び決算認定についての件まで１４件については、６人をもって構成する決算審

査特別委員会を設置し、それに付託し、閉会中の継続審査にすることに決しました。 

  お諮りします。 

  ただいま設置されました決算審査特別委員会委員の選任についていかがいたしますか。 

              （「議長一任」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 

  委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定により議長において指名する

ことにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 

  異議なしと認めます。 

  それでは、議長において指名をいたします。 
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  決算審査特別委員会委員に３番、三浦耕一君、５番、畑山 豊君、７番、沖田公子君、

９番、木本眞次君、１１番、吉田盛彦君、１２番、井澗 治君を指名いたします。これ

にご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 

  異議なしと認めます。 

  よって、ただいま指名いたしました６名を決算審査特別委員会委員に選任することに

決しました。 

  暫時休憩をいたしますから、委員会を開催していただき正副委員長の互選をお願いい

たします。 

  暫時休憩いたします。 

───────────── 

休憩 午前１１時１１分 

───────────── （委員長・副委員長の選出） 

再開 午前１１時１６分 

───────────── 

○議長（大石哲雄） 

  再開します。 

  決算審査特別委員会委員長、副委員長の互選をしていただきましたので報告いたしま

す。 

  委員長に１１番、吉田盛彦君、副委員長に７番、沖田公子君が就任されました。委員

長を初め委員の皆様方には大変ご苦労さまですが、よろしくお願いをいたします。 

  続いて、議事に入ります。 

  先ほど報告のありました日程第２０ 報告第２０号から日程第２４ 報告第２４号ま

での５件については、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条及び第２２条の

規定に基づき、町長より議会に報告するものであります。この報告については、財政の

健全化に関する重要な報告であり、これより質疑の場を持ちたいと思いますが、これに

ご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 

  異議なしと認めます。 

  それでは、ただいまより質疑を行います。 

  質疑については、報告第２０号から報告第２４号までの５件を一括で行いたいと思い
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ますが、ご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 

  異議なしと認めます。 

  それでは、報告５件については一括質疑で行います。 

  質疑ありませんか。 

  １２番、井澗君。 

○１２番（井澗 治） 

  上富田町特別会計宅地造成事業のことについてお伺いいたします。 

  個別意見の中で土地収入見込み額４億８，０００万が充当できるということになって

おるんですけれども、これの評価、いつの評価でこういうふうに計算されました。 

○議長（大石哲雄） 

  総務政策課企画員、水口君。 

○総務政策課企画員（水口和洋） 

  １２番、井澗議員さんのご質問にお答えいたします。 

  この評価額につきましては、元来、白滝団地、後代団地等、各団地ごとに評価を行っ

ております。この評価額につきましては、販売価格をもとに、仮に２０年度に販売を開

始しますと、その区画の中の団地で販売がなければ、次の年には１％の減価というふう

に毎年度減価していく評価額をとっております。その評価額をとる部分につきましては、

白滝団地、後代団地、両新田企業団地が販売価格をもった評価額の計算を行っておりま

す。 

  それとその他の保有地、あと点在します町内の保有土地につきましては、相続路線価

より評価額を算定しております。ですので、販売価格が最初に各団地ごとに登録した年

度が違いますので、いつの年度という評価額の出し方はできません。帳簿価格と実質売買

価格というか、売れていればその年の評価額を販売価格をもって財産とできますが、売れ

なければ、前年度は白滝団地等が売れていませんので、前の年の販売価格から１％の減

価した価格が時価評価額になります。 

  以上です。よろしくお願いします。 

○議長（大石哲雄） 

  ほかに質疑ありませんか。 

              （「なし」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 

  これで質疑を終了します。 
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  報告第２０号から報告第２４号の件につきましては、以上で終わります。 

  １時３０分まで休憩いたします。 

───────────── 

休憩 午前１１時２１分 

───────────── 

再開 午後 １時３０分 

───────────── 

○議長（大石哲雄） 

  再開します。 

───────────────────────────────────────── 

△日程第２５ 議案第６３号～日程第３０ 議案第６８号 

○議長（大石哲雄） 

  続いて、日程第２５ 議案第６３号、上富田町子ども・子育て会議条例の制定につい

ての件から日程第３０ 議案第６８号、工事請負契約の締結について（平成２５年度 

第３号防災対策事業 防災行政無線デジタル化整備工事）の件まで６件を一括議題とい

たします。 

  当局より提案理由の説明を求めます。 

  住民生活課長、和田君。 

○住民生活課長（和田精之） 

  私からは、議案第６３号についてご説明申し上げます。 

  議案第６３号、上富田町子ども・子育て会議条例。 

  上富田町子ども・子育て会議条例を別紙のように制定する。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町子ども・子育て会議条例（案）。 

  本条例の制定につきましては、子ども・子育て支援法第７７条第１項の規定に基づき

条例を制定するものであります。 

  この条例は、条文７条と附則で構成しております。第１条で設置、第２条で組織、第

３条で委員の任期、第４条で会長、第５条で議事、第６条で庶務、第７条で会議の運営

を定めております。 

  附則、この条例は公布の日から施行するとしています。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大石哲雄） 
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  総務政策課長、山本君。 

○総務政策課長（山本敏章） 

  それでは、私から議案第６４号についてご説明申し上げます。 

  議案第６４号、田辺西牟婁地区消防通信指令事務協議会の設置に関する協議について

であります。 

  地方自治法第２５２条の２第１項の規定に基づき、田辺西牟婁地区消防通信指令事務

協議会を設置するため、次のとおり規約を定め、同法第２５２条の２の第３項の規定に

より議会の議決を求める。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  田辺西牟婁地区消防通信指令事務協議会規約（案）につきましては、田辺市、白浜町、

上富田町及びすさみ町の田辺西牟婁地区には、常備消防機関として現在、田辺市消防本

部と白浜消防本部があります。現在それぞれの消防本部において通信指令室を設置して

おりますが、これを田辺市消防本部の通信指令室に一元化することにおいて、消防通信

指令の高度化及び大規模災害発生時における相互応援体制の強化を図ることができます

ので、地方自治法第２５２条の２の第１項の規定に基づき、田辺西牟婁地区消防通信指

令事務協議会を設置するものであります。 

  なお、この規約は、消防通信指令業務の遂行に伴う組織及び運営方法に関し、１６条

の条項から構成しております。 

  また、附則でこの規約は、告示の日から施行するとして規定しております。 

  何とぞご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大石哲雄） 

  総務政策課企画員、水口君。 

○総務政策課企画員（水口和洋） 

  議案第６５号をご説明いたします。よろしくお願いいたします。 

  議案第６５号、平成２５年度上富田町一般会計補正予算（第２号）。 

  平成２５年度上富田町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６，６６６万９，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６２億７，８７６万３，０００円と

する。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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  債務負担行為の補正。 

  第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

  地方債の補正。 

  第３条、地方債の追加は、「第３表 地方債補正」による。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」です。 

  歳入につきまして、１２款分担金及び負担金で、既定額に１０５万２，０００円を追

加し、７，８５１万４，０００円と定めています。 

  １４款国庫支出金で、既定額に８２１万２，０００円を追加、１５款県支出金で、既

定額に５０３万５，０００円を追加、１６款財産収入で、既定額に２，５００万円を追

加、１８款繰入金で、既定額に２，０２７万円を追加、２１款町債で、既定額に７１０

万円を追加。 

  歳入合計では、既定額に今回６，６６６万９，０００円を追加し、６２億７，８７６

万３，０００円と定めています。 

  次に歳出では、１款議会費で、既定額に今回３５０万円を追加し、９，０４２万１，

０００円と定めています。 

  ２款総務費で、既定額に７２４万３，０００円を追加、３款民生費で、既定額に２２

２万７，０００円を追加、４款衛生費で、既定額から７１万円を減額、５款農林水産業

費で、既定額に３９２万円を追加、７款土木費で、既定額に３，５８０万円を追加、９

款教育費で、既定額に３００万９，０００円を追加。 

  次のページをお願いいたします。 

  １０款災害復旧費で、既定額に１，１６８万円を追加。 

  歳出合計では、既定額に今回６，６６６万９，０００円を追加し、６２億７，８７６

万３，０００円と定めています。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第２表 債務負担行為補正」です。 

  追加で、子ども・子育て支援事業計画策定事業で、平成２５年度から２６年度までの

期間、限度額を４６２万円と定めてございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第３表 地方債補正」です。 

  追加で、朝来小学校非常用発電機設置事業につきまして限度額を４３０万円、公共土

木施設災害復旧事業につきまして限度額を１９０万円、農林水産施設災害復旧事業につ
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きまして限度額を９０万円としています。 

  起債の方法、利率、償還の方法につきましては、当初予算と変わりございませんので、

恐れ入りますがお目通しをお願いいたします。 

  歳入歳出補正予算事項別明細書。 

  １、総括につきまして、このページから次の８ページの明細につきましては、恐れ入

りますがお目通しをお願いいたします。 

  各内訳につきまして歳出からご説明させていただきますので、１２ページをお願いい

たします。 

  歳出につきまして、１款議会費では３５０万円の追加で、議場及び委員会室のデジタ

ル録画・録音装置購入費を措置しています。 

  ２款総務費では、一般管理費で５８万８，０００円の追加で、主なものとしましては、

東日本大震災復興財源の確保のための給与削減に伴う給与システム改修委託料等を措置

しています。 

  財産管理費で１３５万１，０００円の追加で、岩田応急住宅家屋除却工事請負費等を

措置しています。 

  防災対策費で５０４万８，０００円の追加で、岩崎会館耐震診断判定手数料及び診断

業務委託料で９０万２，０００円を、木造住宅耐震改修費及び設計費補助金４１４万６，

０００円を措置しています。 

  人権推進費で２５万６，０００円の追加で、人権啓発映画上映経費２５万６，０００

円を措置しています。 

  ３款民生費では、障害福祉費で６万円の追加で、難聴児補聴器購入費助成事業の新設

に伴う扶助費を措置しています。 

  児童福祉総務費で２１６万７，０００円の追加で、子ども・子育て支援法創設に伴い、

子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料等２１６万７，０００円を措置しています。

平成２５年度でニーズ調査、２６年度で計画策定を行う予定のため、債務負担行為を計

上しております。 

  ４款衛生費では、保健衛生総務費で１４万７，０００円の追加、予防費で５万４，０

００円の追加、新型インフルエンザ行動計画策定委員費用弁償を措置しています。 

  次のページをお願いいたします。 

  清掃総務費で９１万１，０００円の減額で、９月末で解散となります財団法人紀南環

境整備公社運営費補助金を減額、事業を引き継ぎ８月１日に設立されました紀南環境広

域施設組合負担金を措置しています。 

  ５款農林水産業費では、農業総務費で１７万円の追加、農業振興費で３７５万円の追



－ 29 － 

加で、青年就農給付金を追加補正しています。 

  ７款土木費では、道路橋梁維持費で１，０３０万円の追加、丹田台地区の町道舗装工

事請負費１，０００万円と生馬鳥渕地区の町道拡幅のための土地購入費３０万円を措置

しています。 

  河川改良費で２，５００万円の追加で、現在しゅんせつ工事中の岩田地区に加え、山

王地区土砂しゅんせつ工事請負費２，５００万円を追加補正しています。 

  住宅管理費で修繕料５０万円の追加。 

  ９款教育費では、教育委員会費で９万５，０００円の追加、事務局費で２３万４，０

００円の追加、学校管理費で補正額はございませんが、非常用発電機設置工事請負費を

減額し、新たに設計管理委託料２３万円を措置しています。 

  また、補助金制度より有利な交付税措置を受けることができる地方債が設けられたた

め、学校施設改善補助金を減額し、新たに充当率１００％、交付税算入率７０％の朝来

小学校非常用発電機設置事業債への財源内訳の変更を措置しております。予算上ですが、

１６７万７，０００円の一般財源の減額となります。 

  次のページをお願いいたします。 

  学校管理費で１６３万５，０００円の追加、主なものとしまして、特別支援学級にお

ける支援員１名の増員のための人件費１２５万７，０００円を追加補正しています。 

  教育振興費で１３万円を追加、社会教育総務費で３０万６，０００円の追加で、主な

ものとしまして、寄贈いただいています古銭・紙幣の収蔵目録作成のための印刷製本費

１５万円を措置しています。 

  放課後児童対策費で６０万９，０００円の追加で、放課後児童対策業務委託料を追加

補正しています。 

  １０款災害復旧費では、現年発生公共土木施設災害復旧事業費で６０６万円の追加で、

６月２０日、台風４号で被災しました田熊地区町道後谷線ほか災害復旧工事請負費を措

置しています。 

  現年発生農地災害復旧事業費で１２６万円の追加で、６月２６日の豪雨により被害を

受けました市ノ瀬地区と岡地区の農地災害復旧工事請負費を措置しています。 

  現年発生農業用施設災害復旧事業費で４３６万円の追加で、６月２６日の豪雨により

被害を受けました岡地区農道ほか災害復旧工事請負費を措置しています。 

  以上が歳出の内訳となります。 

  次に、歳入を説明させていただきます。 

  ９ページをお願いいたします。 

  歳入につきましては、今回の補正に係る財源となっております。 
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  １２款分担金及び負担金では、災害復旧費負担金で現年発生農業用施設災害復旧事業

負担金７５万２，０００円、現年発生農地災害復旧事業負担金３０万円を措置していま

す。 

  １４款国庫支出金では、土木費国庫補助金で、木造住宅耐震改修費補助金１９５万円、

木造住宅耐震改修設計費補助金１９万８，０００円、教育費国庫補助金で学校施設改善

交付金１３３万３，０００円を減額措置しています。 

  災害復旧費国庫補助金で、現年発生農地災害復旧事業費補助金６０万円、現年発生農

業用施設災害復旧事業費補助金２７９万５，０００円、現年発生公共土木施設災害復旧

事業費補助金４００万２，０００円を措置しています。 

  １５款県支出金では、民生費県補助金で難聴児補聴器購入費補助事業費補助金３万円、

農林業費県補助金で新規就農総合支援事業青年就農給付金３７５万円、土木費県補助金

で木造住宅耐震改修費補助金９０万円、木造住宅耐震改修設計費補助金９万９，０００

円の計４７７万９，０００円を措置しています。 

  次のページをお願いいたします。 

  総務費委託金で、人権啓発活動委託金２５万６，０００円を措置しています。 

  １６款財産収入では、砂利販売収入で２，５００万円を追加補正しております。 

  １８款繰入金では、財政調整基金２，０２７万円を追加補正しています。 

  ２１款町債では、災害復旧債で現年発生農業用施設災害復旧事業債７０万円、現年発

生農地災害復旧事業債２０万円、現年発生公共土木施設災害復旧事業債１９０万円、教

育債で朝来小学校非常用発電機設置事業債４３０万円を措置しています。 

  以上が今回の補正内容でございます。何とぞご承認賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（大石哲雄） 

  産業建設課長、植本君。 

○産業建設課長（植本敏雄） 

  議案第６６号についてご説明申し上げます。 

  議案第６６号、平成２５年度上富田町特別会計宅地造成事業補正予算（第３号）。 

  平成２５年度上富田町の特別会計宅地造成事業補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３，０００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億２，８８６万４，０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入
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歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 

  歳入でございます。 

  諸収入、既定額に３，０００万円を追加してございます。 

  歳入合計では、既定額に３，０００万円を追加し、７億２，８８６万４，０００円と

定めてございます。 

  歳出でございます。 

  宅地造成費、既定額に３，０００万円を追加してございます。 

  歳出合計では、既定額に３，０００万円を追加し、７億２，８８６万４，０００円と

定めてございます。 

  ３ページ、事項別明細書、総括につきましては、お目通しをお願いいたします。 

  ４ページをお願いいたします。 

  歳入です。 

  諸収入、雑入、既定額に３，０００万円を追加し、２億３，０８０万円、計としまし

て、既定額に３，０００万円を追加し、７億２，８８６万４，０００円と定めてござい

ます。 

  歳出でございます。 

  宅地造成費、残土処理場事業費、既定額に３，０００万円を追加し、２億１，８３７

万６，０００円としてございます。 

  主なものにつきましては、両新田・砂田地区に計画しております企業用地造成に伴い

ます建物補償費でございます。 

  計としまして、既定額に３，０００万円を追加し、２億７，３００万円と定めてござ

います。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大石哲雄） 

  総務政策課企画員、森岡君。 

○総務政策課企画員（森岡真輝） 

  私から、議案第６７号と６８号をご説明させていただきます。 

  まず、議案第６７号、平成２５年度西牟婁郡公平委員会補正予算（第１号）。 

  平成２５年度西牟婁郡公平委員会補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 
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  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１０万円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０４万５，０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」です。 

  歳入では、１款賦課金で、既定額に今回１万８，０００円を追加し、１０３万２，０

００円と定めています。 

  ２款繰越金で、既定額に８万２，０００円を追加し、１０万２，０００円と定めてい

ます。 

  歳入合計では、既定額に今回１０万円を追加し、１０４万５，０００円と定めていま

す。 

  次に、歳出では、１款委員会費で、既定額に今回２万９，０００円を追加し、８８万

２，０００円と定めています。 

  ２款総務費で、既定額に７万１，０００円を追加し、５万３，０００円と定めていま

す。 

  歳出合計では、既定額に今回１０万円を追加し、１０４万５，０００円と定めていま

す。 

  次のページをお願いします。 

  歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括につきましては、恐れ入りますがお目通し

をお願いいたします。 

  次の４ページをお願いいたします。 

  ２、歳入につきましては、１款賦課金で、既定額に今回１万８，０００円を追加し、

１０３万２，０００円と定めています。紀南環境広域施設組合からの賦課金となってい

ます。 

  ２款繰越金で、既定額に今回８万２，０００円を追加し、１０万２，０００円と定め

ています。前年度繰越金となっています。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３、歳出につきまして、１款委員会費で２万９，０００円を追加するものでございま

す。紀南環境広域組合の加入に伴う費用弁償となっております。 

  ２款総務費では、一般管理費で７万１，０００円の追加で、紀南環境広域施設組合加

入に伴う事務用品の購入費となっております。 
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  次の６ページの給与費明細書につきましては、お目通しをお願いいたします。 

  以上、補正額となります。ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、議案第６８号、工事請負契約の締結について。 

  議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第２条の規定に基

づき、指名競争入札に付した平成２５年度 第３号 防災対策事業防災行政無線デジタ

ル化整備工事について、下記のとおり請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第

１項第５号の規定によって議会の議決を求める。 

  記。 

  １、契約の目的、平成２５年度 第３号 防災対策事業防災行政無線デジタル化整備

工事。 

  ２、契約の方法、指名競争入札による契約。 

  ３、契約金額、４億２，０００万円。 

  ４、契約の相手方、大阪市北区堂島浜１丁目４番２８号、日本無線株式会社関西支社、

支社長永村 猛。 

  平成２５年９月９日提出、上富田町長小出隆道。 

  本工事につきましては、防災行政無線のデジタル化工事でありまして、指名競争入札

による工事請負契約となっています。指名競争入札につきましては、日本無線株式会社

関西支社、株式会社サイバーリンクス、株式会社富士通ゼネラルの３業者でございます。

工事内容につきましては、防災行政無線拡声子局７０局、遠隔制御装置６台、戸別受信

機１０６台、移動系無線機１９台をデジタル化に変更する工事であります。 

  次のページに参考資料としまして仮契約書の写しを添付しています。仮契約書の最後

の条項に、議会の議決があったときに本契約が締結することとなっておりますので、よ

ろしくご承認賜りますようお願い申し上げます。 

  私からは以上です。 

○議長（大石哲雄） 

  以上をもって提案理由の説明を終わります。 

───────────────────────────────────────── 

△延  会 

○議長（大石哲雄） 

  お諮りします。 

  本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 
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○議長（大石哲雄） 

  異議なしと認めます。 

  本日はこれにて延会することに決しました。 

  本日はこれにて延会いたします。 

  次回は、９月１３日午前９時３０分となっておりますので、ご参集お願い申し上げま

す。ありがとうございました。 

 

延会 午後１時５５分 

 


